
 

阪本病院家族 SST 交流会 会報４９号  ２０２３年５月１８日発行  

 

1 

 

【東大阪家族の集いのご案内】          

日  時 ： ６月１５日(木) 13:00～15:00 

場  所 ： 阪本病院２階 会議室 近鉄大阪線長瀬駅下車 徒歩８分 

 集  合 ： 12：50 病院待合室 

（病院玄関で必ず検温・手指消毒してください。マスク着用のこと。） 

テ ー マ ：『 お互いを知ろう SST 』 

参加申込 ： 橘 090-2090-5200   草宮 080-6434-1544   

締  切  ：６月１日(木) 電話またはメール等で必ず申込をお願いします。 

       ＊集い中止・変更の時は、申込者に連絡致します。 

 

 

 

 

    

 精神疾患を持つ家族が元気になるために、対応のコツを学ぶセルフヘルプグループ 

 

 

 

 

 

世話人代表 橘やよい（０９０－２０９０－５２００）sst.kazokukai1@gmail.com 

阪本病院家族 SST交流会 ｈｔｔｐs：// kazokutudoi-sst.jimdofree.com  

   

皆さん～ご存じでしたか？ 

３月に開催された東大阪市自立支援協議会意見交換会の基調講演『要配慮者における災害時 

トイレ対策』についての話を聞いて、「災害が起こったら、トイレは使えても使わない。自分の所

だけが使えても屋内や外の配管・処理施設などが破損して、いろんな問題が起こっていること考

えるべき」だと思った。 

 

＊トイレになるべく行かないようすると、食事や水を我慢→脱水症状や体調不良→ 

具合が悪くなっても病院では診てもらえない。重篤になってしまうリスクがある。 

＊備蓄も水や食料は用意していると思うが、簡易トイレも必要。 

その数は（１日６回×１週間×家族分）。４人家族だとしたら、168個必要になる。 

自治体でも用意はあるが、全員には、あたらない。 

＊簡易トイレは可燃ごみで捨てて良いと表示してあるものもあるが、他の可燃ごみとは 

混ぜない。ゴミを圧縮するパッカー車だと、収集員の方や周辺の人が病原菌の飛沫を 

浴びる恐れがあるので、各自で衛生対策を行い、自治体が回収するまで自宅で保管する。 

 

こんなこと全く考えたことがなかった。今日から心がけよう～自分に出来る事は何だろう？ 

＆今が当たり前じゃない。個々に防災力を高めよう～         （橘 やよい） 
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家族の集いから  

 

４月 参加者１４名 見学者 ５名 

自己紹介をかねて『最近あった良かった事・嬉しかった事』をお聞きしました。 

一緒にカラオケに行けた、満開の桜、藤の花、ラジオ体操に行けた、息子が大阪勤務になって帰っ

てきた、コロナで会えなかった人たちと会えた、孫が保育所に行けて肩の荷が下りた、百貨店へ 

娘と職人技を見学しに行けた等々、お聞きしました。 

 

テーマ【思いきりしゃべりませんか？】 

1人５分位ずつでしたが、統合失調症・躁うつ病・発達障害等のご病気の方の親、妻の立場である

参加者の皆さんから久しぶりに最近の状況や思いを話してもらいました。 

 

＜ひと言感想から＞ 

★病気・病状のテーマを掘り起こす事ができた。広い目で見る事ができて良かった。 

★自分だけで考えるのではなく、言葉に出して話す事の大切さを感じた。他の人には理解してもら

えない事がここでは理解してもらえる。安心しました。 

★気持ちが合わない病院や先生を変える事は、迷わずにされたら良い。 

★とても良かったです。皆様本当に色々と経験されていて、今日は話を聞けて勉強になりました。 

★皆さんの話を聞く事ができて良かった。もう少し一人一人の時間が取れたらもっと良かったと 

思う。 

★皆さんのお話を聞き、私もそんな事あったな等。今日の会は良かった。 

★経験されている事は一緒。話を聞く事で自分の考えと繋ぐのが大切かなと。 

★辛いこと、私だけではないと強く思いました。 

★参加者の方のお話を聞けて本当に良かったです。できる限り参加をしていきたいです。 

★ご家族の方々が日々悩み、大変苦労しながら頑張っておられるお話をたくさん聞かせていただ

きありがとうございました。看護師の立場からご本人ではなく、家族の方へのサポートにも今後

活用させていただきたく思います。 

★皆さんの病気の家族さんのリアルなお話を聞けて良かった。「我が家だけでない。」というのが 

ベースの安心になる。対応はやはり個々に色々あるが・・。聞いたお話を参考に、より本人に合

った対応をしてゆきたい。 

 

※見学に来られていた訪問看護ステーションクローバーの方のひと言感想で、「家族支援が必要だ

なと思った。」との言葉に、当事者だけでなく家族への支援も広がって欲しいと思いました。家族

の方からも「どうしたらいいでしょうか？」と声に出していかなければいけないと重く受け止めま

した。 

 


